
白　　山

ののいち

松　　任

ふ
る
さ
と
の
自
然
を

　
　

生
か
し
た
農
業
を
守
り
、

安
全
・
安
心
な

　
　
　

農
産
物
の
地
産
地
消
と

明
る
い
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に

　
　
　
　
　

貢
献
し
て
い
ま
す
。

は
大
型
室
内
遊
具
の
遊
び
エ
リ
ア

　

３
階
は
、「
こ
ど
も

あ
そ
び
エ
リ

ア
」。
白
山
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
大

型
立
体
遊
具
を
設
置
し
て
お
り
、
山

か
ら
海
ま
で
の
自
然
を
テ
ー
マ
に
し

た
絵
本
の
世
界
を
旅
す
る
よ
う
な
世

界
観
と
な
っ
て
い
る
。
壁
面
に
泳
ぎ

回
る
海
の
生
き
物
の
映
像
が
人
の
動

き
に
よ
っ
て
変
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

新
幹
線
を
間
近
に
見
学
・
展
望
エ
リ
ア

　

４
階
か
ら
は
、
新
幹
線
の
迫
力
あ

る
走
行
を
間
近
に
感
じ
ら
れ
る
連
絡

ブ
リ
ッ
ジ
が
伸
び
、
隣
の
車
両
所
内

に
設
け
た
見
学
ブ
リ
ッ
ジ
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
る
。
全
国
に
６
つ
あ
る
新

幹
線
の
車
両
整
備
工
場
の
中
で
、
初

め
て
と
な
る
新
幹
線
の
点
検
・
整
備

の
様
子
を
常
時
見
学
で
き
る
デ
ッ
キ

を
備
え
た
「
新
幹
線　

見
学
エ
リ
ア
」

と
な
っ
て
お
り
、
普
段
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
空
間
を
体
感
で
き
る
。

　

ま
た
、
屋
上
か
ら
は
高
速
で
疾
走

す
る
新
幹
線
の
車
両
を
わ
ず
か
10
ｍ

先
に
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
、
音
も

ス
ピ
ー
ド
も
迫
力
満
点
。
霊
峰
白
山

の
雄
大
な
姿
も
眺
望
で
き
る
「
屋
上

展
望
エ
リ
ア
」
だ
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
４
カ
月
で
来
場
者
数

10
万
人
を
突
破
！

　

市
で
は
、
年
間
18
万
人
の
来
場
を

見
込
ん
で
い
た
が
、
予
想
を
大
幅
に

上
回
る
ペ
ー
ス
。
こ
の
夏
休
み
期
間

中
に
も
、
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
て

い
る
。

白
山
市
宮
保
町
に
オ
ー
プ
ン　

　

去
る
３
月
13
日
、「
ト
レ
イ
ン

パ
ー
ク
白
山
（
白
山
市
立
高
速
鉄
道

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
）」
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。

　

北
陸
新
幹
線
白
山
総
合
車
両
所
に

隣
接
し
、
鉄
骨
造
５
階
建
て
の
建
物

で
、
北
陸
新
幹
線
の
イ
メ
ー
ジ
カ

ラ
ー
を
ア
ク
セ
ン
ト
に
用
い
、
親
し

み
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の
外
観
の
全
天

候
型
・
屋
内
展
示
体
験
施
設
。
北
陸

新
幹
線
に
特
化
し
、
白
山
市
の
新
た

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
注
目
さ

れ
て
い
る
。

学
び
と
体
感
、
観
光
情
報
エ
リ
ア

　

１
階
は
、
北
陸
新
幹
線
の
実
物
部

品
や
Ｗ
７
系
車
両
の
運
転
台
を
再
現

し
た
大
型
の
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
な

ど
、
最
新
の
技
術
に
触
れ
ら
れ
、
北

陸
新
幹
線
の
魅
力
を
存
分
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
「
新
幹
線

学
び
と

体
感
エ
リ
ア
」
が
配
さ
れ
て
い
る
。

　

「
観
光
情
報

お
み
や
げ
エ
リ
ア
」

で
は
、
来
訪
者
に
地
域
の
観
光
情
報

を
発
信
し
、
特
産
品
の
紹
介
、
お
土

産
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
。

トレインパーク白山 好スタート!!トレインパーク白山 好スタート!!トレインパーク白山 好スタート!!

白山市の「白」（漢字）
を基調に、白山、日本
海の豊かな自然とその
中を走り抜ける新幹線
の精悍さを意匠化した
ロゴマーク

～“遊び・学べる”観光スポット～
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１
応
募
資
格　

高
校
生

２
テ
ー
マ　

税
の
意
義
と
役
割
に
つ

い
て
考
え
た
こ
と　

(

税
に
関
し
て
自
身
で
思
っ
た
こ
と
、

考
え
た
こ
と
、
体
験
し
た
こ
と
な

ど
何
で
も
結
構
で
す
。)

（
例
）

・
税
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と
に
関

す
る
意
見
や
感
想

・
税
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
身
近
な

税
の
話
題
に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
な
ど
。(

例
示
に
と
ら
わ
れ
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
応
募
作
品
は
本
人
が
創
作
し
た
も

の
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

３
締
切

　

令
和
６
年
９
月
６
日(

金)

４
応
募
点
数　

１
人
１
編

５
文
字
数

８
０
０
字
以
上

　

１
２
０
０
字
以
内

６
表
彰　

優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

７
発
表　

優
秀
作
品
は
、
都
道
府
県

名
・
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
と

と
も
に
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
国
税
当
局
が
作
成
す
る
広
報

誌
等
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
報
道

機
関
等
に
資
料
を
提
供
す
る
な
ど
、

広
く
発
表
し
ま
す
。

８
著
作
権　

作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
作
品
の
著
作
権
は
国
税
庁

に
帰
属
し
ま
す
。

９
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

松
任
税
務
署　

総
務
課


２
７
６-

２
６
９
８

　

小
学
生
対

象
の
「
税
に

関
す
る
絵
は

が

き

コ

ン

ク
ー
ル
」
で

作
品
を
募
集

し
ま
す
。
主

催
は
公
益
財

団
法
人
・
全

国
法
人
会
総

連
合
の
女
性
部
会

連
絡
協
議
会
で
、

松
任
法
人
会
女
性

部
会
が
窓
口
で
す
。

　

小
学
生
に
も
学

校
や
家
庭
で
「
税

の
大
切
さ
」「
税
の

果
た
す
役
割
」
に

つ
い
て
考
え
て
も

ら
い
、
知
識
や
感

想
を
絵
は
が
き
に

描
い
て
く
だ
さ
い
。

・
対
象

小
学
生　

理
解
力
や
絵
の

描
写
力
を
考
え
高
学
年
が
望
ま
し

い
。

・
作
品　

税
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
は

が
き
（
は
が
き
サ
イ
ズ
）

・
表
彰

優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

・
締
切　

令
和
６
年
９
月
９
日(

月)

・
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

松
任
法
人
会

事
務
局


２
７
４-

３
１
５
７

令和５年度松任税務署長賞
千代野小学校６年

瀧川　真理さんの作品

令和６年度第63回

高校生高校生

作　文

高校生

小学生小学生

絵はがき

小学生

作品

石川県のキャッシュレス

納付割合は、全国Ｎｏ１です！
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石
川
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

と
松
任
税
務
署
は
、
中
学
生
を
対
象

に
「
税
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
作
文
は
、
全
国
納
貯

連
と
国
税
庁
と

の
共
催
事
業
で
す
。

優
秀
作
品
に
は
、

内
閣
総
理
大
臣
賞
、

総

務

大

臣

賞
、

財

務

大

臣

賞
、

文
部
科
学
大
臣

賞
、
国
税
庁
長

官
賞
等
が
贈
ら

れ
ま
す
。

　

書
道
・
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
松

任
税
務
署
長
賞
、
石
川
県
知
事
賞
、

白
山
市
長
賞
、
野
々
市
市
長
賞
、

そ
の
他
各
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。

◇
作
文

・
１
２
０
０
字
以
内

・
内
容
は
、
税
に
関
す
る
こ
と
な
ら

何
で
も
結
構
で
す
。

　

例
え
ば
、
自
分
の
周
囲
で
体
験
し

た
り
、
見
聞
き
し
た
税
の
こ
と
。

学
校
で
学
習
し
た
税
の
し
く
み
や

使
わ
れ
方
に
対
す
る
感
想
な
ど
。

◇
書
道

・
毛
筆
で
、
半
紙
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

※
み
の
紙
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。字

句
は
、「
申
告
と
納
税
」「
青
色

申
告
」「
正
し
い
申
告
」「
貯
蓄
と
納
税
」

「
振
替
納
税
」「
納
税
は
期
限
内
」「
電

子
納
税
」「
社
会
と
税
金
」な
ど
。

◇
ポ
ス
タ
ー

・
大
き
さ
は
Ａ
３

・
作
品
中
に
、
税

に
関
す
る
標
語

の
文
字
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
「
こ
の

社
会

あ
な
た

の
税
が
い
き
て

い
る
」「
正
し
い

申
告　

笑
顔
で
納
税
」「
税
金
は

国
と
家
庭
を
つ
な
ぐ
橋
」「
税
金

で
あ
な
た
の
町
に
も
青
い
空
」
な

ど
。

◎
締
切　

令
和
６
年
９
月
４
日(

水
）

（
発
表
は
11
月
上
旬
）

※
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒　
　

白
山
市
西
新
町
159-

２

(

松
任
産
業
会
館
４
Ｆ)

石
川
地
区

納
貯
連
事
務
局
・
税
の
作
品
係


２
７
４-

３
１
５
７

924-
0871

Ａ　

話
題
の
定
額
減
税
だ
け
ど
、
い

ま
い
ち
分
か
っ
て
い
な
く
て
・
・
・

税
理
士
Ｂ　

給
与
所
得
者
は
給
与
や

賞
与
か
ら
、
年
金
受
給
者
は
年
金
か

ら
、
１
人
あ
た
り
４
万
円
（
所
得
税

３
万
円
、
住
民
税
１
万
円
）
が
減
税

さ
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。
所
得
な

ど
の
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、
扶
養
親

族
な
ど
の
人
数
に
応
じ
て
、
減
税
さ

れ
る
額
が
変
わ
り
ま
す
。

Ａ　

個
人
事
業
主
の
場
合
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

税
理
士
Ｂ　

個
人
事
業
主
の
場
合
、

所
得
税
に
つ
い
て
は
、
２
つ
の
ケ
ー

ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
１
つ
は
確
定

申
告
で
減
税
の
適
用
を
受
け
る
ケ
ー

ス
。
も
う
１
つ
は
、
予
定
納
税
で
適

用
を
受
け
る
ケ
ー
ス
で
、
予
定
納
税

分
か
ら
本
人
分
３
万
円
が
控
除
さ
れ

ま
す
。
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
の
確
定
申
告
書
を
も
と
に
、
扶

養
親
族
な
ど
の
人
数
に
応
じ
た
住
民

税
額
が
控
除
さ
れ
て
い
る
た
め
、
特

に
手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

Ａ　

年
金
し
か
も
ら
っ
て
い
な
い
場

合
は
、
ど
う
な
り
ま
す
か
。

税
理
士
Ｂ　

年
金
受
給
者
の
場
合
、

所
得
税
に
つ
い
て
は
、
６
月
の
年
金

の
源
泉
徴
収
税
額
か
ら
減
税
分
が
引

か
れ
ま
す
。
控
除
し
き
れ
な
い
金
額

に
つ
い
て
は
、
12
月
支
払
ま
で
の
年

金
に
お
い
て
順
次
控
除
さ
れ
ま
す
。

住
民
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
10

月
の
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
住
民
税

の
額
か
ら
、
減
税
分
が
控
除
さ
れ
ま

す
。
控
除
し
き
れ
な
い
金
額
に
つ
い

て
は
、
以
後
の
令
和
６
年
度
中
の
年

金
に
お
い
て
順
次
控
除
さ
れ
ま
す
。

Ａ　

減
税
分
が
引
き
き
れ
な
い
場
合

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

税
理
士
Ｂ　

引
き
き
れ
な
い
税
額
が

あ
る
場
合
は
、
市
町
村
か
ら
調
整
給

付
金
が
支
給
さ
れ
る
予
定
で
す
。

Ａ　

例
え
ば
、
年
の
途
中
に
子
供
が

生
ま
れ
た
場
合
や
、
扶
養
親
族
が
亡

く
な
っ
た
場
合
は
ど
う
な
り
ま
す

か
。

税
理
士
Ｂ　

扶
養
親
族
が
増
え
た
場

合
、
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
扶
養
親

族
が
増
え
た
分
の
減
税
額
は
、
年
末

調
整
も
し
く
は
確
定
申
告
で
調
整
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
住
民
税
に

つ
い
て
は
、
扶
養
親
族
が
増
え
た
と

し
て
も
定
額
減
税
の
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
扶
養
親
族
が
亡
く
な
っ
た

場
合
、
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
死
亡

の
日
の
現
況
で
扶
養
親
族
で
あ
る
と

判
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
減
税
額

の
計
算
に
含
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
６

年
１
月
２
日
以
降
に
死
亡
し
た
扶
養

親
族
に
つ
い
て
は
、
定
額
減
税
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

Ａ　

と
て
も
複
雑
な
ん
で
す
ね
。

税
理
士
Ｂ　

こ
れ
ら
以
外
に
も
様
々

な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
詳

し
く
は
、
お
近
く
の
税
理
士
、
税
務

署
、
市
役
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

中学生中学生

作　文
書　道
ポスター

中学生

税に
関する

　

６
月
か
ら
定
額
減
税
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
個
人
事
業

主
で
あ
る
Ａ
さ
ん
は
ど
の
よ
う

な
手
続
き
に
な
る
の
か
を
税
理

士
Ｂ
に
相
談
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

“定額減税”がスタート!!

北陸税理士会松任支部

安心　　　　　相談税

　　令和６年８月１日発行　　　　(3)　第237号 納 税 い し か わ



　

石
川
税
務
連
絡
協
議
会
と
関
係
６

団
体
の
令
和
６
年
度
総
会
が
開
催
さ

れ
、
令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
・
決

算
と
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
・
予

算
が
審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
６
月
か
ら
手
続
き
が
開
始
さ

れ
た
定
額
減
税
や
、
昨
年
10
月
に
導

入
さ
れ
た
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
周
知
・
広
報
な
ど
の
各
種
事
業
に

取
り
組
む
ほ
か
、
会
員
増
強
に
も
力

を
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
28
日
、
白
山
商
工
会
議
所
研

修
室
に
て
、
令
和
６
年
度
通
常
総
会

を
開
催
。

　

役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に
寺
西

誠
二
氏
、
新
副
会
長
に
辰
野
伸
也
氏

が
就
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
は
当
会
の

会
員
増
強
の
取
組
や
、
日
ご
ろ
の
税

務
行
政
へ
の
協
力
に
対
し
、
松
任
税
務

署
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
31
日
、
松
任
学
習
セ
ン
タ
ー

に
て
第
13
回
通
常
総
会
を
開
催
。

  

会
員
増
強
の
取
り
組
み
で
、
６
年

連
続
の
全
国
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
開
始
に
先
立
ち
、
当
会
の

活
動
に
対
し
金
沢
国
税
局
長
か
ら
の

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
、
令
和
６
年
度
通
常
総

会
を
「
料
理
旅
館

沢
の
や
」
に
て

開
催
。

　

役
員
の
改
選
で
は
、
新
副
会
長
に

吉
川
勲
氏
、
新
理
事
に
白
尾
正
敏
氏

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
退
任
さ
れ

た
中
野
導
郎
前
副
会
長
に
松
任
税
務

署
よ
り
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
24
日
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
白

山
に
て
第
44
回
定
期
総
会
を
開
催
。

　

北
陸
税
理
士
会
は
能
登
半
島
地
震

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
全
力

で
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
税

務
に
お
け
る
弾
力
的
な
実
務
対
応
を

会
員
に
周
知
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援

に
力
を
入
れ
る
ほ
か
、
税
理
士
業
務

や
関
与
先
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

６
月
28
日
、
松
任
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
第
57
回
定
期
総

会
を
開
催
。

　

関
係
６
団
体
の
緊
密
な
連
携
の
も

と
、①
広
報
紙
「
納
税
い
し
か
わ
」

の
年
３
回
発
行
、②
11
月
に
公
開
講

演
会
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
で
は
、
小
柳
晶

裕
会
長
を
再
選
し
ま
し
た
。

　

６
月
28
日
、
松
任
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
第
65
回
定
期
総

会
を
開
催
。

　

中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
税
に
つ

い
て
の
作
品
」
の
募
集
及
び
表
彰
、

期
限
内
納
付
の
推
進
な
ど
に
努
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
、Ｊ
Ａ
松
任
・
中
央
支

店
で
第
68
回
通
常
総
会
を
開
催
。

　

加
盟
16
団
体
の
各
地
区
役
員
が
出

席
し
、
来
賓
に
は
松
任
税
務
署
長
、

同
署
担
当
官
、
顧
問
税
理
士
を
迎
え
、

諸
議
案
を
審
議
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

松
任
法
人
会
は
５
月
31
日
、
通
常

総
会
後
、
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
は
、
元
鳥
取
県
知
事
で

総
務
相
も
務
め
た
大
正
大
学
特
任
教

授
・
地
域
構
想
研
究
所
長
の

片
山
善
博
氏
。

　

「
人
口
減
少
時
代
の
地
方

創
生
、
地
域
経
済
を
考
え

る
」
と
の
テ
ー
マ
で
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
発
言
要

旨
は
次
の
と
お
り
。

住
宅
再
建
を
独
自
支
援

　

平
成
11
年
に
鳥
取
県
知
事

に
就
任
し
た
翌
年
、
鳥
取
西

部
地
震
が
起
き
、
復
旧
復
興

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
。
現
場
に
立
っ
た
時
、
住
宅
再
建

な
く
し
て
地
域
の
真
の
復
興
が
あ
り

え
な
い
と
判
断
し
、
住
宅
再
建
支
援

策
に
取
り
か
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

国
か
ら
横
槍
が
入
っ
た
。
国
の
論
法

で
は
、
個
人
の
財
産
へ
の
公
金
投
入

は
ま
か
り
な
ら
ん
と
。
こ
れ
で
は
地

域
が
崩
壊
す
る
。
私
は
、
あ
え
て
政

府
の
方
針
に
は
反
し
、
地
域
を
守
る

た
め
、
県
独
自
の
住
宅
再
建
支
援
を

打
ち
出
し
た
。

　

平
成
16
年
の
新
潟
県
や
福
井
県
で

の
大
水
害
時
に
、
被
災
自
治
体
か
ら

住
宅
再
建
支
援
を
求
め
ら
れ
、
国
は

施
策
と
し
て
制
度
化
し
た
。
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と

を
疑
い
、
固
定
観
念
を
取
り
払

い
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
何
が

一
番
大
事
か
を
徹
底
的
に
考
え

抜
く
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
。

人
口
減
少
に
危
機
感

　

今
年
４
月
、
政
府
が
取
り
組

ん
だ
「
地
方
創
生
」
の
10
年
間

を
振
り
返
る
『
人
口
戦
略
会
議
』

で
は
、「
人
口
減
少
や
東
京
一

極
集
中
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ

ず
、
地
方
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
」

と
総
括
し
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
対
策

を
自
治
体
に
委
ね
て
き
た
こ
と
へ
の

警
鐘
で
あ
る
。
人
口
減
少
に
対
し

て
、
国
は
地
域
を
支
え
る
た
め
の
戦

略
を
練
る
べ
き
だ
。

地
方
創
生
の
ヒ
ン
ト
・
消
費
者
の
行

動
と
選
択

　

な
ぜ
、
地
域
経
済
が
停
滞
し
て
人

口
減
少
の
要
因
と
な
る
の
か
、
と
い

う
分
析
が
必
要
だ
。
入
っ
て
く
る
お

金
よ
り
も
、
出
て
行
く
お
金
の
方
が

多
い
。
当
然
な
が
ら
、
大
赤
字
と
な

る
。

　

私
た
ち
の
消
費
行
動
自
体
に
も
地

方
創
生
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。
商
品
を

選
択
す
る
と
き
、
ど
の
商
品
を
買
え

ば
地
元
に
お
金
が
落
ち
る
か
、
と
い

う
視
点
を
持
つ
べ
き
。
一
人
一
人
の

日
々
の
行
動
や
選
択
そ
の
も
の
が
、

や
が
て
地
方
創
生
の
大
き
な
パ
ワ
ー

と
な
り
得
る
。

松
任
税
務
署
管
内
青
申
連

石
川
税
務
連
絡
協
議
会

北
陸
税
理
士
会
松
任
支
部

石
川
地
区
納
税
貯
蓄
組
合

石

川

農

業

青

申

連

公
益
社
団
法
人
松
任
法
人
会

松
任
間
税
会

石
川
税
連
協
の
関
係
６
団
体

　
　
　

令
和
６
年
度
総
会
を
開
催

片山善博さん、『地方
創生』をテーマに講演

松任法人会 公開講演会

～
更
な
る
税
の
啓
発
活
動
に
向
け
て
～
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